
：

発行          2023年 1  月 17  日
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環境管理
責任者

　　　　株式会社　Kサービス

２０２２   年度

エコアクション21

環 境 経 営 レ ポ ー ト

社長



４）事業内容

1.　産業廃棄物収集運搬業

２.　建築物解体業

５）事業規模

２４名

２８１　ｍ2

6）情報公開項目

平成２０年１月

　500万円

　３９３百万円

別途組織図参照

　　石川県

NO. 許認可名 許可者 許可年月日 有効期限

1 産業廃棄物収集運搬 石川県 H30.5.24 R5.3.20

2 建設業 石川県 H30.2.7 R5.2.6

廃プラスチック、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず

及び陶器くず、がれき類、汚泥、廃油

NO. 許認可名 許可者 許可年月日 有効期限

1 産業廃棄物収集運搬 富山県 R1.5.24 R6.5.20

汚泥、廃プラスチック、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず

コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類

NO. 許認可名 許可者 許可年月日 有効期限

1 産業廃棄物収集運搬 福井県 R1.8.22 R6.7.20

汚泥、廃プラスチック、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず

コンクリートくず(工作物の新築、改築又は除去に伴って生じた物を除く)及び陶磁器くず、がれき類

　　・廃棄物の種類（収集運搬）

　　福井県　

許可番号

第01801141070号

　　・廃棄物の種類（収集運搬）

第01717141070号

第16727号

　　・廃棄物の種類（収集運搬）

　　富山県　

許可番号

第01601141070号

設立年月

資本金

令和3年度売上高

組織図

ア、許可の内容

許可番号

管理責任者　       上野清子及び國見義之

連絡先　　　　　　　電話　076-287-3938

           　　　　　　　FAX　076-287-3948

E-mail　　         　 soumu@k-service.com

　　従業員

　　延べ床面積

１．　　事業活動の概要

１）事業社名及び代表社名

事業社名　　　　株式会社 Kサービス　

代表者名　　　　代表取締役　上野直生

２）所在地　〒　石川県野々市市田尻町59番

３）環境管理責任者及び担当者の連絡先
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別紙１参照 17 台

積替えを行う

産業廃棄物の種類

保管施設1 別紙1参照

　　　　積替え保管施設詳細　別紙２．３参照

・事業計画の概要

[全体計画]　産業廃棄物の収集運搬業
　
[主な事業活動]　北陸3県地方で排出される産業廃棄物の収集運搬に付帯する事業を行う。
　
「石川県」
　[産業廃棄物の種類及び取扱量]
　＜収集運搬＞廃油 0.1ｔ/月　汚泥 5ｔ/月　廃プラスチック類 10.5ｔ/月　　紙くず1.1t/月　木くず 38.5ｔ/
月　繊維くず1.8t/月　ゴムくず0.3t/月　金属くず84.8t/月　ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず
10t/月　がれき類44.4t/月
「富山県」
　[産業廃棄物の種類及び取扱量]
　＜収集運搬＞汚泥 ５ｔ/月　廃プラスチック類 ２ｔ/月　紙くず１t/月　木くず ５ｔ/月　繊維くず0.1t/月　ゴ
ムくず0.01t/月　金属くず３t/月　ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず５t/月　がれき類１０t/月
金属くず00t/月　ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず(水銀使用製品産業廃棄物を含む)0.01t/
月　石綿含有産業廃棄物0.1t/月
「福井県」
　[産業廃棄物の種類及び取扱量]
　＜収集運搬＞汚泥 ５ｔ/月　廃プラスチック類 ２ｔ/月　紙くず１t/月　木くず ５ｔ/月　繊維くず0.1t/月　ゴ
ムくず0.01t/月　金属くず３t/月　ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず５t/月　がれき類１０t/月
金属くず00t/月　ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず(水銀使用製品産業廃棄物を含む)0.01t/
月　石綿含有産業廃棄物0.1t/月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[環
境保全措置]
　　＜収集運搬＞　　積載物が飛散・流出することのないように車両の荷台にシート　をかぶせ、ロープ
で固定する。　　廃棄物品目に応じた運搬容器を使用する。
　
　
　　　　　　　　　　　　・悪臭を防止するため、蓋つき容器により保管する。
　　　　　　　　　　　　・飛散を防止するため、許可を受けた保管量／方法を遵守する。

イ、施設の状況

廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず

「ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず」、がれき類

①収集運搬業

・車両の種類と台数

・積替え保管施設

積替え場所の所在地 石川県野々市町田尻町58番1

積替え場所の面積 434.1㎡
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（単位:ｔon）

令和2年度 令和3年度 令和4年度

5,313 5,357 4,419

２.　　対象範囲　　・・・・　　全組織が対象範囲です。

ウ、処理実績　　　（別表②受託した産業廃棄物の処理量を記載）　売却量も

  収集運搬の量

産業廃棄物
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３．組織図と役割

2022/1/1

エコアクション21　組織図と役割

代表者

環境方針を策定する

エコアクション21の実行に伴うリソースの確保

環境担当者を任命する

エコアクション21全体の取り組み状況を評価・見直しを実施し、必要事項

を指示、命令する

環境管理者の補佐を行う

環境管理者

環境経営システムを構築・運用する

環境経営システムの構築・運用状況を代表者に報告する

環境関連法規の遵守状況を定期的にチェックする

外部からの苦情、要望に対応する

問題点に対して是正処置及び予防処置を行う

PDCAサイクルのチェックと報告

各部署管理責任者
環境活動計画の具体的な取り組み内容の実施

PDCAサイクルのチェックと報告

エコアクション21事務局

環境目標に関するデーターを集計し、環境担当者に報告する

廃棄物の秤量を行う

外部からの苦情、要望の受付窓口

エコアクション21に関する文章と記録を管理する

環境目標に関するDataの確認と、従業員スタッフへの周知を行う

環境活動計画の実施状況の確認と、従業員スタッフへの周知を行う

代表者
上野 直生

総務部

上野 清子

工事部

坂本 慎一

営業部

北嶋 晴彦

施設部

笹原 勝己

環境管理者

國見 義之

エコアクション
21事務局

上野 清子
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別紙１

種類 型式・寸法 登録番号 能力・最大積載量 備考

1 軽自動車
ＴＥ－Ｓ２１０Ｐ
全長；3.39m

石川480 き　2165 ３５０ｋｇ 軽トラック

2 軽自動車
ＬＥ－ＤＡ６３Ｔ
全長；3.39m

石川480 い　4128 ３５０ｋｇ 軽トラック

3 ダンプ
Ｕ-ＦＥ３１７ＢＤ

全長；4.69m
石川400 せ　4737 ２０００ｋｇ ２ｔダンプ

4 ダンプ
Ｕ-ＮＫＲ５８ＥＤ

全長；4.68m
石川400 た　5254 ２０００ｋｇ ２ｔダンプ

5 ダンプ
Ｕ－ＷＧＬＡＤ
全長；4.69m

石川400 た　5277 ２０００ｋｇ ２ｔダンプ

6 キャブオーバ
Ｕ-ＮＫＲ５８ＬＲ

全長；5.94m
石川100 す　6057 ２０００ｋｇ ２ｔユニック

7 ダンプ
ＫＣ-ＮＫＲ６６ＥＤ

全長；4.69m
石川400 ち　6464 ２０００ｋｇ ２ｔダンプ

8 ダンプ
ＫＣ-ＮＫＲ６６ＥＤ

全長；4.69m
石川400 そ　6711 ２０００ｋｇ ２ｔダンプ

9 ダンプ
ＫＣ-ＮＫＲ６６ＥＤ

全長；4.69m
石川400 そ　6713 ２０００ｋｇ ２ｔダンプ

10 ダンプ
Ｕ－ＷＧＬＡＤ
全長；4.69m

石川 46 に　7209 ２０００ｋｇ ２ｔダンプ

11 ダンプ
Ｕ－ＮＲＲ32ＣＤ

全長；5.39m
石川 11 ま　7294 ４０００ｋｇ ４ｔダンプ

12 キャブオーバ
ＫＣ-ＦＲＲ33Ｈ2Ｇ

全長；8.45m
石川 11 ま　7326 ３１５０ｋｇ ４ｔユニック

13 ダンプ
ＫＫ－ＦＥ５１ＥＢＤ

全長；469m
石川400 ち　7584 ２０００ｋｇ ２ｔダンプ

14 ダンプ
Ｕ－ＷＧＪＡＤ
全長；469m

石川400 せ　8005 ２０００ｋｇ ２ｔダンプ

15 ダンプ
Ｕ－ＮＫＲ58ＥＤ

全長；469m
石川400 た　8244 ２０００ｋｇ ２ｔダンプ

16 ダンプ
ＰＢ－ＮＫＲ８１ＡＤ

全長；469m
石川400 ち　8807 ２０００ｋｇ ２ｔダンプ

17 ダンプ
ＫＣ－ＷＧＥＡＤ

全長；469m
石川400 た　9122 ２０００ｋｇ ２ｔダンプ

18 １台

19 １台

20 １台

運搬車両・重機一覧

小型タイヤショベル

小型ユンボ

大型ユンボ
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別紙２　　　　　　　　　　　　　　　積替え保管施設詳細　

積替え場所所在地

積替え場所面積

保管上限 ７．２㎥ ３．８㎥ ７．２㎥

積上げ高さ １．５ｍ ２．１ｍ １．５ｍ

保管上限 ７．２㎥ ７．２㎥ ７．２㎥

積上げ高さ １．５ｍ １．５ｍ １．５ｍ

保管上限 ４．８㎥ ３．８㎥ ７．２㎥

積上げ高さ １．０ｍ ２．１ｍ １．５ｍ

保管上限 ２６．６㎥ ３．８㎥ ３．８㎥

積上げ高さ ２．１ｍ ２．１ｍ ２．１ｍ

保管上限 ７．２㎥

積上げ高さ １．５ｍ

石川県野々市市田尻町58番1

４３４．１㎡

保管を行う産業廃棄物の
種類

廃プラスチック類 紙くず 木くず

積替え場所の内保管場所
の面積

９．６㎡ ４．８㎡ ９．６㎡

積替えを行う産業廃棄物
の種類

廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず、コンク
リートくず及び陶磁器くず、がれき類(廃プラスチック類にあたっては水銀使用製品産

業廃棄物である物を含む)(石綿含有産業廃棄物を含む)

保管を行う産業廃棄物の
種類

繊維くず 金属くず
ガラス、コンクリートくず及

び陶磁器くず

積替え場所の内保管場所
の面積

９．６㎡ ９．６㎡ ９．６㎡

保管を行う産業廃棄物の
種類

がれき類 廃プラスチック類、金属くず

廃プラスチック類、紙くず、木くず、
繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガ
ラスくず、コンクリートくず及び陶

磁器くず、がれき類

積替え場所の内保管場所
の面積

９．６㎡ ４．８㎡ ９．６㎡

保管を行う産業廃棄物の
種類

廃プラスチック類、紙くず、木くず、
繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガ
ラスくず、コンクリートくず及び陶

磁器くず、がれき類

廃プラスチック類、紙くず、木くず、
繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガ
ラスくず、コンクリートくず及び陶
磁器くず、がれき類(石綿含有産

業廃棄物を含む)

廃プラスチック類、紙くず、木くず、
繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガ
ラスくず、コンクリートくず及び陶

磁器くず、がれき類(廃ランプ類は
水銀使用製品産業廃棄物を含む)

積替え場所の内保管場所
の面積

３３．６㎡ ４．８㎡ ４．８㎡

保管を行う産業廃棄物の
種類

紙くず、木くず

積替え場所の内保管場所
の面積

９．６㎡
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別紙３
作成日　令和4年1月1日

(株)K
サービス
等　　収
集運搬

【設置者】
(株)Kサービ
ス　　　　【場
所】　　野々
市田尻町58

番地1
積替え保管

施設

(株)K
サービス
収集運搬

【中間処分場】 【最終処分場】

【産業廃棄物収集運搬処分フロー図】

(株)北陸環境サービス管理型埋立

クリーンライフ(株)(選別破砕) クリーンライフ(株)　最終処分場

クリーンライフ(株)(選別) (株)富山環境整備

(株)金沢柿田商会(破砕圧縮) 大谷製鉄(株)　銅材

クリーンライフ(株)(破砕) 太平洋セメント(株)　焼却焼成

クリーンライフ(株)(選別) (株)北陸環境サービス管理型埋立

ハリタ金属(株)　再生原料

クリーンライフ(株)(破砕) クリン-リサイクル(株)　再生砕石

クリーンライフ(株)　最終処分場

クリーンライフ(株)(選別破砕) クリン-リサイクル(株)　安定型最終処分場

混合廃棄物(廃プラスチック類・金属屑・が
れき類・木屑・紙屑・繊維屑・ガラス屑及び

陶磁器屑)

中越パルプ(株)　製紙チップ(株)中部資源再開発(破砕)

(株)越村商店(破砕・圧縮) 王子製紙(株)　再生紙

クリーンライフ(株)(選別) (株)越村商店　製紙原料

クリーンライフ(株)(破砕) 新潟吉野石膏(株)　再生ボード

(株)サワヤ(破砕)

廃プラスチック類

金属屑

繊維屑

ゴム屑

廃プラスチック類、ガラス屑、コンクリート屑
及び陶磁器屑(石綿含有産業廃棄物)

混合廃棄物(ガラス屑・コンクリート屑
及び陶磁器屑・がれき類)

がれき類(再利用以外)

木屑(再利用のみ)

紙屑(再利用のみ)

紙屑

硝子屑・コンクリート屑及び陶磁器屑(廃石膏ボード含む)

上記及び陶磁器屑・金属屑(廃蛍光管)

がれき類(再利用のみ)
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Ⅰ　基本理念

株式会社Kサービスは、廃棄物処理に携わる事業を通じて「自然環境との調和」

を基本理念として、継続的な環境の保全と改善を目指します。その活動では

環境関連法規制を遵守し、地域社会貢献から、地球環境の保護への発展を目指す

とともに、限りある資源を有効活用し、次世代へとつなぐ未来創造に取り組み、

継続的改善を誓約します。

■ 環境保全を念頭に置いた経済活動を心がけ、自然環境の維持と保護に　　

    寄与します。

■ エコアクション２１に基づく環境経営システムを継続的に実施し、より効果的　　　                  　　　　

   な成果を得る為、新たな部署の設置を行い、専任担当者を設けます。

■ 環境への意識の強化を図り、環境経営方針に沿った活動を行える様、

   環境経営方針の周知と社員教育に努めます。

令和4年1月1日

【環 境 経 営 方 針 】

 代表取締役　上野　直生

Ⅱ　行動理念(指針)

■ 産業廃棄物削減及び再利用・再資源化の推進に取り組みます。

■収集運搬時等、事業活動に伴う二酸化炭素の排出削減に努めます。

■ 法令や社会規範を尊守して、良識と責任を持って行動します。

株式会社Kサービス
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５．環境経営目標

（１）過去の実績

単位 令和1年度 令和2年度 令和3年度

売　上　高 百万 405 370 393

二酸化炭素排出量 kg -CO2 130,798 121,418 129,588

購　入　電　力 kwh 30,062 27,434 38,062

軽油 リットル 33,445 31,822 33,372

ガソリン リットル 12,940 11,198 10,842

LPG kg 19 24 21

産業廃棄物収集運搬量 （トン） 5,228 5,313 5,357

水使用量の削減 （ｍ３） 225 294 303

（２）環境への負荷の削減目標

令和4年度の目標値は令和3年度の実績を基準に1％削減することとした。

令和5.6年度目標設定は、令和4年度の目標を参考(各排出量を売上高比率で算出)。

その比率を基準に、令和5年度1%Down・令和6年度2%Downとした。

廃棄物は産業廃棄物収集運搬量を目的設定した。

電力の二酸化排出係数は0.480kg-CO２/kwh（令和3年度　北陸電力調整後排出係数）を使用した。

令和6年度終了後に見直します。

基準値
令和3年度

実績

令和４年度
目標

令和５年度
目標

令和6年度
目標

393 370 400 450

二酸化炭素排出量　 （kg－ＣＯ２） 129,588 128,292 137,307 152,910

電気 (ｋｗｈ) 38,062 37,681 40,329 44,912

軽油 (㍑) 33,372 33,038 35,360 39,378

ガソリン (㍑) 10,842 10,734 11,488 12,793

LPG リットル 21 21 22 25

産業廃棄物収集運搬量 （トン） 5,357 5,303 5,676 6,321

水使用量の削減 （ｍ３） 303 300 321 358

ー

売　　上　　高（百万円）

環境配慮　手壊し解体売上比率 ８０％以上
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６．環境経営計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成年月日：令和4．2．1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者：國見義之

目　標　項　目 　　具体的な取組み内容 実施時期 責任者

A.車輌燃料 《集荷車両》

・アイドリングストップの徹底 R4.2.1～ 笹原

・エアコン使用時間の短縮 R4.2.1～ 笹原

・エコドライブの推進と徹底 R4.2.1～ 笹原

・効率的な収集運搬ルートの計画と実施 R4.2.1～ 笹原

・月間車輌ごと燃費実績の記載と全従業員周知 R4.2.1～ 笹原

《構内車両》

・アイドリングストップの徹底 R4.2.1～ 笹原

・効率的な運搬操作の周知徹底 R4.2.1～ 笹原

・月間車両ごと燃料使用実績の記載と全従業員 R4.2.1～ 笹原

　周知

B.電力･灯油 ・室内設定温度の徹底(冷房２８℃、暖房２０℃） R4.2.1～ 笹原

・月間使用量、使用金額のグラフ記載と全従業員 R4.2.1～ 上野

　周知

・節電促進popを各所に掲示 R4.2.1～ 上野

・排出量の秤量徹底 R4.2.1～ 笹原

・従業員の個人ゴミ（弁当ガラ、飲料缶）社内 R4.2.1～ 笹原

　持込ゼロの徹底

・水道メータ検表のデータ記録と掲示（２ヶ月に１回） R4.2.1～ 笹原

・『節水。水を大切に使いましょう！』のpopを流し等に掲示 R4.2.1～ 笹原

・毎月第１水曜日に水道配管の漏洩点検を実施する。 R4.2.1～ 笹原

･「0W-20」「5W-20」の推販 随時 笹原

・燃費向上、環境負荷軽減等のメリットを訴求 偶数月/末 笹原

・社内POP作成 R4.2.1～ 笹原

・積替え保管施設の有効活用 R4.2.1～ 笹原

・分別解体作業の明確化 R4.2.1～ 笹原

・ゴミの資源化 R4.2.1～ 笹原
･環境に関する基金・団体の設置、既存の基金・団体の支援 検討課題 社長
･環境関係の基金等へのマッチングギフト実施 検討課題 社長

･地域のボランティア活動等に積極的に参加 検討課題 社長

エ コ ア ク シ ョ ン ２ １ 環 境 経 営 計 画

１．二酸化炭素排出量
の削減

５. 受託した産業廃棄
物

６. 社会貢献

３．総排水量の削減
（節水)

４. グリーン購入

２．廃棄物排出量の削
減
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７．環境経営目標実績

単位 目標 実績 達成率

二酸化炭素排出量 kg -CO2 128,292 121,873 105.3%

購　入　電　力 kwh 37,681 35,741 105.4%

軽油 リットル 33,038 30,975 106.7%

ガソリン リットル 10,734 10,662 100.7%

LPG 21 22 94.5%

産業廃棄物収集運搬量 （トン） 5,303 4,419 120.0%

水使用量の削減 （ｍ
３
） 300 293 102.4%

手壊し解体売上比率 ％ ８０％以上 85 106.3%

（１）環境への負荷の削減実績の評価

　二酸化炭素排出量は購入電力、軽油使用量、ガソリン使用量が減少したことにより目標値を

達成することができた。エコアクション２１の活動を開始した成果と考えられる。

　産業廃棄物収集運搬量が目標値に達していないので、この影響も考えられる。

二酸化排出係数は0.480kg-CO２/kwh（令和4年度　北陸電力調整後排出係数）を使用した。

令和6年度終了後に見直します。

【令和4年度の実績】
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成年月日：令和5．1．10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者：國見義之

目　標　項　目 実施時期 評価

A.車輌燃料 《集荷車両》

・アイドリングストップの徹底 R4.2.1～ 〇

・エアコン使用時間の短縮 R4.2.1～ 〇

・エコドライブの推進と徹底 R4.2.1～ 〇

・効率的な収集運搬ルートの計画と実施 R4.2.1～ 〇

・月間車輌ごと燃費実績の記載と全従業員周知 R4.2.1～ △

《構内車両》

・アイドリングストップの徹底 R4.2.1～ 〇

・効率的な運搬操作の周知徹底 R4.2.1～ 〇

・月間車両ごと燃料使用実績の記載と全従業員 R4.2.1～ △

　周知

B.電力･灯油 ・室内設定温度の徹底(冷房２８℃、暖房２０℃） R4.2.1～ 〇

・月間使用量、使用金額のグラフ記載と全従業員 R4.2.1～ △

　周知

・節電促進popを各所に掲示 R4.2.1～ 〇

・排出量の秤量徹底 R4.2.1～ △

・従業員の個人ゴミ（弁当ガラ、飲料缶）社内 R4.2.1～ 〇

　持込ゼロの徹底

・水道メータ検表のデータ記録と掲示（２ヶ月に１回） R4.2.1～ ×

・『節水。水を大切に使いましょう！』のpopを流し等に掲示 R4.2.1～ 〇

・毎月第１水曜日に水道配管の漏洩点検を実施する。 R4.2.1～ ×

･「0W-20」「5W-20」の推販 随時 △

・燃費向上、環境負荷軽減等のメリットを訴求 偶数月/末 △

・社内POP作成 R4.2.1～ 〇

・積替え保管施設の有効活用 R4.2.1～ 〇

・分別解体作業の明確化 R4.2.1～ 〇

・ゴミの資源化 R4.2.1～ △
･環境に関する基金・団体の設置、既存の基金・団体の支援 検討課題 △
･環境関係の基金等へのマッチングギフト実施 検討課題 △

･地域のボランティア活動等に積極的に参加 検討課題 △

５. 受託した産業廃棄
物

６. 社会貢献

２．廃棄物排出量の削
減

　　具体的な取組み内容

８．環 境 経 営 計 画 実 施 評 価 (令和4年度)

１．二酸化炭素排出量
の削減

３．総排水量の削減
（節水)

４. グリーン購入
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法規名 順守事項 当社の順守内容 確認者

廃棄物の処理及び清掃に １．産業廃棄物の保管は保管施設で行う ・積替え保管の許可証（種類、保管量、有効期限） 1月20日 7月20日 笹原

関する法律（廃掃法） ･掲示板（600×600以上、種類、量、責任者） 1月20日 7月20日 笹原

・生活環境の保全（悪臭、騒音、振動） 1月20日 7月20日 笹原

･飛散、流出、地下浸透対策 1月20日 7月20日 笹原

２．収集運搬を業として行うものは ・収集運搬許可（廃棄物の種類、有効期限） 1月20日 7月20日 笹原

･運搬車、運搬容器、パイプラインは飛散、流出、悪臭対策を 1月20日 7月20日 笹原

・車両への表示（産業廃棄物収集運搬車、許可番号） 1月20日 7月20日 笹原

・マニフェストと許可証の携帯 1月20日 7月10日 坂本

･契約の提携（契約書） 1月20日 7月10日 坂本

・マニフェスト管理（Ｂ－Ａ＝９０日以内） 1月20日 7月10日 上野

３．マニフェスト管理 ・マニフェスト管理台帳を作成して管理する 1月20日 7月20日 上野

・収集運搬は９０日、処分は１８０日を期限とし、 1月20日 7月10日 上野

　それを超えたら知事に届出すること

・マニフェストは５年間保管すること 1月20日 7月10日 上野

４．産業廃棄物処理業者の帳簿記載義務 ・収集・運搬：収集運搬日、氏名、名称、交付年月日、交付番号 1月20日 7月20日 上野

　産業廃棄物処理業業者は、事業所ごとに帳簿を備え 　量、運搬方法、運搬先、積替え保管搬出量等

　産業廃棄物の種類ごとに前月中における実績等を ･処分：受入、処分年月日、氏名、名称、交付年月日、交付 1月20日 7月20日 上野

　毎月末までに記載し、分析表等とともに閉鎖し、閉鎖 　番号、量、処分方法、処分後の持出し量等

　後5年間保管しておかねばならない。

５．産業廃棄物処理施設の設置者は、技術管理者と ・技術管理者：　

　　産業廃棄物処理責任者を置かねばならない。 ･産業廃棄物処理責任者：　

６．多量排出者（1000t/年）は ・産業廃棄物減量化計画書の作成、提出 作成中 上野

１．発注者は事前届出を都道府県知事に提出 ・元請け事業者は発注者に分別解体計画書を提出するよう説明する。

・元請け事業者は解体現場の標識掲示、技術管理者選任、リサイクル実施。 請負工事ごと 上野

・完了時発注者に完了報告、実施状況記録作成

２．下請けの場合は ・契約書にそってリサイクルの実施

第1種特定製品 業務用エアコンの簡易点検（4回/年） 10月10日 上野

解体工事時（フロン類をみだりに放出禁止） ・事前調査し専門業者にて抜き取り・破壊する 1月20日 7月20日 上野

家電リサイクル法 解体工事時（フロン類をみだりに放出禁止） ・事前調査し専門業者にて抜き取り・破壊する 1月20日 7月20日 上野

騒音規制法 指定区域の確認、事前届出、基準順守 指定区域の確認、事前届出、基準順守 該当工事なし。

振動規制法 指定区域の確認、事前届出、基準順守 指定区域の確認、事前届出、基準順守 該当工事なし。

道路運送車両法 業務用車両の運行管理 車検、定期点検、日常点検 1月20日 7月20日 上野

浄化槽法 定期点検、１１条検査の実施 定期点検、１１条検査の実施 1月20日 7月20日 上野

石綿障害予防規則 飛散性ｱｽﾍﾞｽﾄの管理・報告 対象物件の届出、飛散対策 請負工事ごと

事前調査は有資格者が実施 請負工事ごと 上野

事前調査結果の知事への報告、記録作成（３年間保存）

９．環境関連法規制の一覧と順守状況 (令和4年度)
チェック日

フロン排出抑制法

建設リサイクル法
　　解体８０㎡以上、新築・増築５００㎡以上、修繕・模様替
え１億円以上、建築物以外解体５００万円以上

１．建築物、工作物を解体・改造・補修する際は事前調査が必要
２．一定規模以上の工事は事前調査結果を都道府県知事に報告
　　解体；８０㎡以上、改造、補修；１００万円以上

大気汚染防止法
（アスベスト規制）
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１０．次年度の取組内容

　　①　二酸化炭素（軽油・ガソリン）削減計画

●機械設備

・アイドリングストップ。

・定期点検を行い、機械に無理がかからないよう注意する。

●重機、フォークリフト

・アイドリングストップ及び急発進、空ぶかし等運転方法に配慮する。

●自動車及び運搬車

・アイドリングストップ及び急発進、空ぶかし等運転方法に配慮する。

・運搬経路を事前に打ち合わせし、同じ方向の積荷であれば最大積載量を守り、

　積み合わせ運搬する。

・営業者のガソリンが増加傾向にあるので、道順など事前に調べ効率の良い

　回り方を選定する。

　　②　廃棄物及びリサイクルの取り組み

　・タイムリーにリサイクル施設に持って行く。また解体時の混合廃棄物が目立つので

　施工方法を検証し、なるべく手作業分別を行うようにする。

・燃えるゴミの分別の徹底及び紙等のリサイクル化。

　　③　水道水使用量削減計画

・蛇口の止め忘れ注意する。

・洗車時にはバケツを使用し、水を出しっぱなしにしない。

　　　※　ソフト面・ハード面での成果を可視化出来る様に努めて行く。
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１１．代表者による全体の評価と見直し

承認 確認 作成

見直し実施者 見直し実施日

上野直生 2023/1/16

確認

①環境関連法規の遵守状況 〇

②環境目標の達成状況および環境活動計画の実施状況、その評価結果 〇

③問題点の是正処置及び予防処置の結果 △

④外部からの苦情等の受付結果 〇

システムの有効性（ＥＭＳが機能しているか） 適

取り組み状況の適切性（要求事項を満たしているか） 不適

環境方針 なし

環境目標 なし

環境活動計画 なし

環境経営システム なし

変更の必要性の判断

具体的な見直しの指示内容

設備投資の際、エコ性能を重視し予算計上したい。

エコアクション21の取り組みは、全社員が意識を持って行動しなければならない。

総評

定期的な全体ミーティングを実施し、より具体的な行動指針を出したい。

により、具体的な数値の把握で改善項目が見えてきた。

企業の社会的責任として、全社員統一意識として取り組んでいきたい。

日常業務で環境に関わる意識は有るものの可視化せずにいたが、エコアクション21の取り組み

代表者による全体の評価と見直し記録

見直しのための情報

エコアクション２１全体の取り組み状況の評価
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  許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

金
属
く
ず

混
合

廃
石
膏
ボ
ー
ド

廃
油

汚
泥

石川県 有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福井県 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

富山県 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・積替え保管施設

積
替
保
管

第01601141070号 令和1年5月24日 令和6年5月20日

許可区域 許可番号 許可年月日
許可有効年月

日

第01717141070号 平成30年5月24日 令和5年3月20日

第01801141070号 令和1年8月22日 令和6年7月20日

積替え場所の所在地 石川県野々市田尻町58-1

積替え場所の面積 434.1㎡

産業廃棄物の種類 上記参照

積替えを行う 上記参照

保管上限 別紙２参照
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